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１　令和５年度当初予算総括表

（１）収益的収入

ア　対前年度当初予算目別比較

当 初 当 初

（Ａ） （Ｂ）

１ 水 道 事 業 収 益 11,045,624 100 11,116,374 100 △ 70,750 △ 0.6

１ 営 業 収 益 9,669,228 87.5 9,762,768 87.8 △ 93,540 △ 1.0

１ 給 水 収 益 9,262,296 83.9 9,373,572 84.3 △ 111,276 △ 1.2

２ 受 託 工 事 収 益 4,982 0.0 4,899 0.0 83 1.7

３ 負 担 金 401,925 3.6 384,272 3.5 17,653 4.6

４ その他の営業収益 25 0.0 25 0.0 － － 

２ 営 業 外 収 益 1,346,086 12.2 1,353,602 12.2 △ 7,516 △ 0.6

１ 受 取 利 息 4,455 0.1 3,836 0.0 619 16.1

２ 補 助 金 24,049 0.2 27,634 0.3 △ 3,585 △ 13.0

３ 加 入 金 175,273 1.6 178,057 1.6 △ 2,784 △ 1.6

４ 長 期 前 受 金 戻 入 1,118,306 10.1 1,128,279 10.2 △ 9,973 △ 0.9

５ 雑 収 益 24,003 0.2 15,796 0.1 8,207 52.0

３ 特 別 利 益 30,310 0.3 4 0.0 30,306 1,000以上

１ 固 定 資 産 売 却 益 30,307 0.3 1 0.0 30,306 1,000以上

２ 過年度損益修正益 2 0.0 2 0.0 － － 

３ そ の 他 特 別 利 益 1 0.0 1 0.0 － － 

（単位:千円･％）

款 項 目

令和５年度 令和４年度 差 引 増 減

構成比 構成比 （Ａ）－（Ｂ） 増減率
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イ　節別内訳

款 項 目 節

1 11,045,624

1 9,669,228

1 給 水 収 益 9,262,296

水 道 料 金 9,262,296

 

2 受 託 工 事 収 益 4,982

修 繕 工 事 収 益 163 給水装置の直営修繕による収益

検 査 手 数 料 4,819 給水装置工事検査手数料

3 負 担 金 401,925

他 会 計 負 担 金 400,497 （一般会計負担金）

8,332 千円

（下水道事業会計負担金）

374,243 千円

管理者人件費に係る負担金 11,991 千円

　　　　計 386,234 千円

（生活排水事業特別会計負担金）

5,931 千円

そ の 他 負 担 金 1,428

4 その他の営業収益 25

督 促 手 数 料 1 水道料金滞納に係る督促手数料

証 明 手 数 料 24 水道料金支払証明等に係る証明手数料

下水道使用料徴収事務に係る負担金

集落排水施設使用料徴収事務に係る
負担金

長与町への使用水量の資料提供に伴う負担金ほか

予定額（千円） 内 訳

水 道 事 業 収 益

営 業 収 益

消火栓維持管理に係る負担金

用 途 件 数 水量（千㎥） 金額（千円）

一 般 用 2,585,140 36,003 9,221,080 

浴 場 用 52 7 615 

船 舶 用 358 67 14,359 

臨 時 用 ほ か － 62 26,242 

計 2,585,550 36,139 9,262,296 
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款 項 目 節

2 1,346,086

1 受 取 利 息 4,455

預 金 利 息 1,762 譲渡性預金等による資金運用利息

有 価 証 券 利 息 2,693 債券による資金運用利息

2 補 助 金 24,049

他 会 計 補 助 金 24,049 （一般会計補助金）

9,762 千円

児童手当 7,738 千円

6,549 千円

3 加 入 金 175,273

水道利用加入金 175,273 526件 68,014 千円

1,233件 107,259 千円

4 長期前受金戻入 1,118,306

受贈財産評価額 310,778

工 事 負 担 金 259,232

補 助 金 398,777

補 償 金 149,519

5 雑 収 益 24,003

土 地 使 用 料 4,543 土地使用料（長崎県体育協会ほか） 2,504 千円

駐車場使用料 2,039 千円

家 屋 使 用 料 1

不用品売却収益 10,381

そ の 他 雑 収 益 9,078 4,571 千円

4,507 千円

不用品（水道メーターほか）の売却

庁舎使用料(上下水道局分)

送配電事業者(九州電力送配電㈱)から
の電力使用量抑制依頼に伴う報酬ほか

簡易水道再編推進事業（水道施設統合
整備事業）分利息

簡易水道事業分利息（旧町地区分）

新  設

改　造

補助金等により取得した固定資産の減価償却や除却見合
い分に係る収益

予定額（千円） 内 訳

営 業 外 収 益
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款 項 目 節

3 30,310

1 固定資産売却益 30,307

固定資産売却益 30,307 矢上浄水場跡地の売却益

2 過年度損益修正益 2

料 金 1

そ の 他 1

3 その他特別利益 1

その他特別利益 1

特 別 利 益

予定額（千円） 内 訳
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（２）収益的支出

ア　対前年度当初予算目別比較

当 初 当 初

（Ａ） （Ｂ）

１ 水 道 事 業 費 用 10,034,891 100 9,900,197 100 134,694 1.4

１ 営 業 費 用 9,803,605 97.7 9,546,404 96.4 257,201 2.7

１ 原 水 及 び 浄 水 費 2,020,867 20.1 1,842,982 18.6 177,885 9.7

２ 配 水 費 1,140,005 11.4 1,112,484 11.2 27,521 2.5

３ 給 水 費 549,875 5.5 542,503 5.5 7,372 1.4

４ 受 託 工 事 費 21,386 0.2 21,330 0.2 56 0.3

５ 業 務 費 659,270 6.6 619,198 6.3 40,072 6.5

６ 総 係 費 648,164 6.4 603,011 6.1 45,153 7.5

７ 減 価 償 却 費 4,687,570 46.7 4,670,938 47.2 16,632 0.4

８ 資 産 減 耗 費 76,467 0.8 133,957 1.3 △ 57,490 △ 42.9

９ そ の 他 営 業 費 用 1 0.0 1 0.0 － － 

２ 営 業 外 費 用 219,359 2.2 345,600 3.5 △ 126,241 △ 36.5

１ 支 払 利 息 151,994 1.5 174,689 1.8 △ 22,695 △ 13.0

２
消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

57,927 0.6 169,459 1.7 △ 111,532 △ 65.8

３ 雑 支 出 9,438 0.1 1,452 0.0 7,986 550.0

３ 特 別 損 失 10,927 0.1 7,193 0.1 3,734 51.9

１ 固 定 資 産 売 却 損 1 0.0 1 0.0 － － 

２ 固 定 資 産 譲 渡 損 1 0.0 1 0.0 － － 

３ 過年度損益修正損 10,925 0.1 7,191 0.1 3,734 51.9

４ 予 備 費 1,000 0.0 1,000 0.0 － － 

1,010,733 1,216,177 △ 205,444 

（単位:千円･％）

款 項 目

令和５年度 令和４年度 差 引 増 減

構成比 構成比 （Ａ）－（Ｂ） 増減率

収 支 差 引
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　【参考】　収支状況の今後の見通し（令和３年度～令和９年度）

（単位：億円）

年度　

86 85 84 84 83 82 82 415

12 11 11 11 11 11 11 55

6 6 7 7 7 6 6 33

104 102 102 102 101 99 99 503

12 12 13 14 13 13 13 66

29 33 34 34 32 33 32 165

49 48 48 49 50 50 51 248

2 2 2 1 1 1 1 6

92 95 97 98 96 97 97 485

12 7 5 4 5 2 2 18

1 1 1 2 16 18 20 57

2 4 4 2 9 9 11 35

4 6 6 10 19 16 14 65

7 11 11 14 44 43 45 157

48 59 64 58 90 77 83 372

11 10 10 10 9 9 9 47

2 2 2 1 1 1 1 6

61 71 76 69 100 87 93 425

△ 54 △ 60 △ 65 △ 55 △ 56 △ 44 △ 48 △ 268

41 41 41 44 45 45 45 220

12 7 5 4 5 2 2 18

53 48 46 48 50 47 47 238

△ 1 △ 12 △ 19 △ 7 △ 6 3 △ 1 △ 30

113 101 82 75 69 72 71

※R４予算：令和４年度水道事業会計補正予算（第４号）を含む。

当 年 度 資 金 収 支

累 積 資 金 残 高

資 本 的 収 支 差 引

補 填
財 源
発 生 額

内 部 留 保 資 金

利 益 剰 余 金

計

資
本
的
収
支

（
税
込
み

）

計

支

出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

そ の 他

計

収

入

企 業 債

出 資 金

そ の 他

収
益
的
収
支

（
税
抜
き

）

収

入

水 道 料 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

計

支

出

人 件 費

維 持 管 理 費 ほ か

減 価 償 却 費 等

支 払 利 息

計

純 利 益

　科目
R6 R7 R8

R5～R9
計

R9
R3

決算
R4

予算
R5
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イ　節別内訳

款 項 目 節 予定額（千円）

1 10,034,891 

1 9,803,605 

1 原水及び浄水費 2,020,867 

給 料 213,441 正規50人、再任用10人

手 当 等 99,540 期末手当 29,757 千円 

勤勉手当 24,627 千円 

時間外手当 11,729 千円 

地域手当 6,602 千円 

扶養手当 6,432 千円 

通勤手当 5,352 千円 

夜間手当 4,897 千円 

休日手当 3,600 千円 

住居手当 3,264 千円 

特殊勤務手当 1,760 千円 

管理職定額手当 1,496 千円 

管理職特別手当 24 千円 

賞与引当金繰入額 29,682 期末・勤勉手当に係る引当金繰入額

法 定 福 利 費 65,330 共済組合負担金 62,973 千円 

再任用職員等に係る社会保険料 1,726 千円 

地方公務員災害補償基金負担金 631 千円 

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

8,661 法定福利費に係る引当金繰入額

旅 費 90 県内出張旅費

備 消 品 費 8,271 各浄水場維持管理用、水質試験用等の備消耗品費

燃 料 費 1,356 車両用ほか

光 熱 水 費 1,641 各ポンプ場等電灯料ほか

通 信 運 搬 費 12,345 

内 訳

水 道 事 業 費 用

営 業 費 用

水源の涵養及び原水の取入に係る設備の維持及び作業並
びに原水をろ過滅菌する設備の維持及び作業に要する費
用

各浄水場におけるテレメータ回線使用料ほか
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款 項 目 節 予定額（千円）

委 託 料 500,687 東長崎・本河内浄水場維持管理業務委託

小ヶ倉浄水場維持管理業務委託

手熊浄水場ほか水質計器設備保守点検業務委託

水道水毎日検査業務委託

浄水場植物管理委託

手熊浄水場ほか中央監視装置保守点検業務委託

手 数 料 733 水道ＧＬＰに係る費用ほか

賃 借 料 289 

修 繕 費 195,187 本河内浄水場２系沈殿池掻寄機整備工事

神浦導水管（７号水管橋）塗装工事

手熊浄水場機械脱水機整備工事

動 力 費 514,995 浦上浄水場 88,386 千円 

雪浦取水ポンプ場 86,790 千円 

本河内浄水場 76,222 千円 

東長崎浄水場 73,360 千円 

小ヶ倉浄水場 54,435 千円 

三重浄水場 35,942 千円 

矢上取水ポンプ場 32,456 千円 

手熊浄水場ほか 67,404 千円 

薬 品 費 165,270 ポリ塩化アルミニウム、次亜塩素酸ナトリウムほか

材 料 費 3,138 修繕用材料費

補 償 金 53,129 外海地区補償水道施設の維持管理に要する経費

外海地区配水管布設工事ほか

三重浄水場Ｎｏ．１表洗ポンプ整備工事ほか

道ノ尾浄水場維持管理業務委託

浄水場発生土搬出・処理・補砂委託

分析機器装置(ＧＣ-ＭＳ他)年間保守業務委託

本河内高部配水池（Ｎｏ１、Ｎｏ２）清掃及び点検
業務委託

多以良取水ポンプ場毒物監視装置保守点検業務委託ほか

水質管理システム用サーバー等賃貸借、土地賃借料ほか

稲佐配水ポンプ場ほか自家用電気工作物保安管理業務
委託

内 訳
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款 項 目 節 予定額（千円）

負 担 金 147,082 雪浦ダム管理負担金 29,655 千円 

神浦ダム管理負担金 26,572 千円 

鹿尾ダム管理負担金 24,305 千円 

中尾ダム管理負担金 16,385 千円 

　 本河内高部・低部ダム管理負担金 10,570 千円 

鳴見ダム管理負担金 10,044 千円 

西山ダム管理負担金 9,828 千円 

小ヶ倉ダム管理負担金 9,136 千円 

萱瀬ダム管理負担金 6,218 千円 

　 式見ダム管理負担金 4,100 千円 

高浜ダム管理負担金 187 千円 

自動水質監視装置電気料金負担金 82 千円 

2 配 水 費 1,140,005 

給 料 54,547 正規16人

手 当 等 27,199 期末手当 8,225 千円 

勤勉手当 6,811 千円 

時間外手当 5,126 千円 

扶養手当 2,112 千円 

地域手当 1,715 千円 

住居手当 1,320 千円 

通勤手当 1,064 千円 

管理職定額手当 477 千円 

休日手当 186 千円 

特殊勤務手当 151 千円 

管理職特別手当 12 千円 

賞与引当金繰入額 7,519 期末・勤勉手当に係る引当金繰入額

法 定 福 利 費 17,670 共済組合負担金 17,502 千円 

地方公務員災害補償基金負担金 168 千円 

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

1,536 法定福利費に係る引当金繰入額

旅 費 3 県内出張旅費

備 消 品 費 1,190 作業用工具その他備消耗品費

燃 料 費 141 車両用

光 熱 水 費 3,995 各配水槽等電灯料

内 訳

配水池、配水管その他浄水の配水に係る設備の維持及び
作業に要する費用
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款 項 目 節 予定額（千円）

通 信 運 搬 費 9,760 

委 託 料 376,866 漏水調査業務委託

給配水施設維持管理業務委託

配水ポンプ場等運転管理業務委託

配水施設環境整備業務委託

減圧弁・水位調整弁等保守点検業務委託

高島地区施設管理・残留塩素測定業務委託

配水槽等清掃業務委託ほか

手 数 料 210 建築用仕上塗材石綿含有調査手数料ほか

賃 借 料 5,473 非常用発電機借上料ほか

修 繕 費 280,218 玉江橋水管橋補修工事

減圧弁等取替工事

水道用弁類整備

水道用仕切弁（測定栓）設置工事

減圧弁・水位調整弁等保守点検業務委託（分解整備）

水管橋等塗装ほか

路 面 復 旧 費 15,981 道路舗装工事費

動 力 費 323,629 新小江ポンプ場 67,305 千円 

　 岩屋ポンプ場 42,483 千円 

小浦ポンプ場 37,103 千円 

山里ポンプ場 31,013 千円 

銭座ポンプ場 20,476 千円 

稲佐ポンプ場ほか 125,249 千円 

薬 品 費 703 次亜塩素酸ナトリウムほか

材 料 費 13,065 修繕用材料費

補 償 金 300 

3 給 水 費 549,875 

給 料 118,270 正規31人、再任用4人

稲佐配水ポンプ場ほか自家用電気工作物保安管理業務
委託

配水管破損事故等に係る補償金

給水装置に附属する水道メーターその他の設備（公設給
水管を含む。）の維持及び作業に要する費用

各ポンプ場におけるテレメータ回線使用料ほか

内 訳
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款 項 目 節 予定額（千円）

手 当 等 56,696 期末手当 16,830 千円 

勤勉手当 13,815 千円 

時間外手当 9,649 千円 

住居手当 4,188 千円 

通勤手当 3,774 千円 

地域手当 3,676 千円 

扶養手当 3,498 千円 

管理職定額手当 748 千円 

特殊勤務手当 298 千円 

休日手当 208 千円 

管理職特別手当 12 千円 

賞与引当金繰入額 16,202 期末・勤勉手当に係る引当金繰入額

法 定 福 利 費 37,246 共済組合負担金 36,077 千円 

再任用職員に係る社会保険料 801 千円 

地方公務員災害補償基金負担金 368 千円 

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

4,378 法定福利費に係る引当金繰入額

報 酬 862 会計年度任用職員の報酬

旅 費 94 会計年度任用職員の通勤費

備 消 品 費 1,991 作業用工具その他備消耗品費

燃 料 費 4,615 車両用ほか

光 熱 水 費 150 電蝕防止設備等に係る電灯料

印 刷 製 本 費 215 業務指示書、漏水発見報告書

通 信 運 搬 費 717 無線設備利用料ほか

委 託 料 202,576 給配水施設維持管理業務委託

水道メーター検定取替業務委託

水道メーター取付・取替等業務委託ほか

賃 借 料 1,941 タクシー借上料ほか

修 繕 費 80,966 水道メーター改造修理ほか

路 面 復 旧 費 20,567 道路舗装工事費

材 料 費 2,289 修繕用材料費

補 償 金 100 給水管破損事故等に係る補償金

内 訳
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款 項 目 節 予定額（千円）

4 受 託 工 事 費 21,386 

給 料 11,193 正規3人、再任用1人

手 当 等 4,616 期末手当 1,382 千円 

勤勉手当 1,129 千円 

住居手当 630 千円 

扶養手当 618 千円 

通勤手当 425 千円 

地域手当 346 千円 

時間外手当 86 千円 

賞与引当金繰入額 1,514 期末・勤勉手当に係る引当金繰入額

法 定 福 利 費 3,021 共済組合負担金 2,806 千円 

再任用職員に係る社会保険料 173 千円 

地方公務員災害補償基金負担金 42 千円 

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

573 法定福利費に係る引当金繰入額

備 消 品 費 61 事務用備消耗品費

燃 料 費 139 車両用

通 信 運 搬 費 1 船車券

賃 借 料 49 講習会会場借上料ほか

修 繕 費 207 車両修理

材 料 費 12 修繕用材料費

5 業 務 費 659,270 

給 料 34,090 正規9人

手 当 等 16,834 期末手当 6,140 千円 

勤勉手当 4,319 千円 

扶養手当 1,818 千円 

住居手当 1,320 千円 

地域手当 1,100 千円 

通勤手当 821 千円 

管理職定額手当 748 千円 

時間外手当 556 千円 

管理職特別手当 12 千円 

給水装置の新設又は修繕等の受託工事に要する費用

検針、料金の調定その他業務の運営に要する費用

内 訳

-14-



款 項 目 節 予定額（千円）

賞与引当金繰入額 4,801 期末・勤勉手当に係る引当金繰入額

法 定 福 利 費 12,080 共済組合負担金 11,383 千円 

会計年度任用職員に係る社会保険料 602 千円 

地方公務員災害補償基金負担金 95 千円 

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

984 法定福利費に係る引当金繰入額

報 酬 4,237 会計年度任用職員の報酬

旅 費 379 会計年度任用職員の通勤費ほか

備 消 品 費 3,725 事務用及び検針用備消耗品費

印 刷 製 本 費 44,652 上下水道料金受付等業務に係る印刷物ほか

通 信 運 搬 費 64,376 後納郵便料、回線使用料ほか

委 託 料 425,111 上下水道料金受付等業務委託

水道メーター検針事務等委託

上下水道料金収納代行業務委託

上下水道料金等管理システム運用・保守業務委託

電算オペレート等業務委託ほか

手 数 料 46,560 クレジット決済手数料 23,938 千円 

口座振替手数料 16,122 千円 

ゆうちょ銀行自動払込手数料ほか 6,500 千円 

賃 借 料 1,159 ドライシーラー賃借料ほか

修 繕 費 113 車両修理

負 担 金 62 地域センターでの水道料金等収納業務負担金

電子計算分担金 107 

6 総 係 費 648,164 事業活動の全般に関連する費用

給 料 135,906 管理者1人、正規31人、再任用2人

内 訳

住民基本台帳に係る電子計算分担金
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款 項 目 節 予定額（千円）

手 当 等 71,240 期末手当 22,018 千円 

勤勉手当 15,601 千円 

児童手当 9,110 千円 

時間外手当 5,713 千円 

扶養手当 4,428 千円 

地域手当 4,214 千円 

管理職定額手当 3,596 千円 

通勤手当 3,551 千円 

住居手当 2,124 千円 

休日手当 816 千円 

管理職特別手当 69 千円 

賞与引当金繰入額 18,991 期末・勤勉手当に係る引当金繰入額

法 定 福 利 費 43,530 共済組合負担金 42,558 千円 

再任用職員等に係る社会保険料 614 千円 

地方公務員災害補償基金負担金 358 千円 

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

4,152 法定福利費に係る引当金繰入額

退 職 給 付 費 151,304 退職給付引当金繰入

報 酬 667 会計年度任用職員の報酬ほか

旅 費 6,494 職員研修、県内及び県外出張旅費ほか

被 服 費 1,173 職員貸与作業服等購入費

備 消 品 費 4,949 事務用備消耗品費

燃 料 費 108 車両用

光 熱 水 費 3,332 下水道使用料ほか

印 刷 製 本 費 818 ＯＣＲ帳票印刷ほか

通 信 運 搬 費 3,474 電話料金ほか

委 託 料 33,110 アセットマネジメント支援情報システム保守業務委託

為石浄水場用地境界確定測量業務委託ほか

手 数 料 3,960 健康診断手数料ほか

賃 借 料 4,038 電子複写機賃貸借料ほか

修 繕 費 2,791 

材 料 費 674 水道技術研修施設用材料費

研 修 費 3,051 各種研修会等受講料

利用計画外用地施設等修繕ほか

内 訳
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款 項 目 節 予定額（千円）

諸 謝 金 86 福州市水道技術交流謝礼

交 際 費 460 

食 糧 費 272 福州市水道技術視察団

厚 生 費 55 救急薬品等購入

補 助 交 付 金 48,017 国有資産等所在市町村交付金(大村市、西海市、長与町)

負 担 金 38,996 契約事務一元化に係る負担金 29,488 千円 

電子調達システムに係る負担金 7,500 千円 

日本水道協会（本部会費）ほか 2,008 千円 

庁舎管理負担金 25,221 庁舎の維持管理負担金 19,830 千円 

総合事務所の維持管理負担金ほか 5,391 千円 

電子計算分担金 30,386 全庁ネットワーク等に係る電子計算分担金ほか

保 険 料 3,790 水道賠償責任保険料ほか

貸 倒 損 失 1 

貸倒引当金繰入額 7,118 回収不能見込額に係る引当金繰入額

7 減 価 償 却 費 4,687,570 

有 形 固 定 資 産
減 価 償 却 費

4,278,394 

無 形 固 定 資 産
減 価 償 却 費

409,176 

8 資 産 減 耗 費 76,467 

固定資産除却費 76,367 

たな卸資産減耗費 100 

9 その他営業費用 1 

材 料 売 却 原 価 1 

2 219,359 

1 支 払 利 息 151,994 

企 業 債 利 息 151,994 企業債の支払利息

2
消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

57,927 

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

57,927 消費税及び地方消費税納付額

内 訳

営 業 外 費 用
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款 項 目 節 予定額（千円）

3 雑 支 出 9,438 

不用品売却原価 9,438 

3 10,927 

1 固定資産売却損 1 

固定資産売却損 1 

2 固定資産譲渡損 1 

固定資産譲渡損 1 

3 過年度損益修正損 10,925 

料 金 10,366 過年度更正分見込額

そ の 他 559 水道利用加入金等還付金

4 1,000 

1 予 備 費 1,000 

特 別 損 失

予 備 費

内 訳

不用品（水道メーターほか）の売却原価
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ウ　性質別内訳

令和５年度 構成比 令和４年度 構成比 差引増減 増減率

給 料 567,447 5.6 566,242 5.7 1,205 0.2

手 当 等 276,125 2.7 276,008 2.8 117 0.0

賞 与 引 当 金
繰 入 額

78,709 0.8 80,388 0.8 △ 1,679 △ 2.1

法 定 福 利 費 178,877 1.8 176,631 1.8 2,246 1.3

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

20,284 0.2 19,948 0.2 336 1.7

報 酬 5,766 0.1 7,538 0.1 △ 1,772 △ 23.5

退 職 給 付 費 151,304 1.5 77,100 0.8 74,204 96.2

1,278,512 12.7 1,203,855 12.2 74,657 6.2

備 消 品 費 20,187 0.2 20,786 0.2 △ 599 △ 2.9

通 信 運 搬 費 90,673 0.9 87,407 0.9 3,266 3.7

委 託 料 1,538,350 15.3 1,542,883 15.6 △ 4,533 △ 0.3

手 数 料 51,463 0.5 42,997 0.4 8,466 19.7

賃 借 料 12,949 0.1 12,003 0.1 946 7.9

修 繕 費 559,482 5.6 566,517 5.7 △ 7,035 △ 1.2

路 面 復 旧 費 36,548 0.4 37,622 0.4 △ 1,074 △ 2.9

動 力 費 838,624 8.4 672,347 6.8 166,277 24.7

薬 品 費 165,973 1.6 134,491 1.3 31,482 23.4

材 料 費 19,178 0.2 19,509 0.2 △ 331 △ 1.7

補 償 金 53,529 0.5 55,696 0.6 △ 2,167 △ 3.9

補 助 交 付 金 48,017 0.5 49,873 0.5 △ 1,856 △ 3.7

負 担 金 186,140 1.9 175,717 1.8 10,423 5.9

減 価 償 却 費 4,687,570 46.7 4,670,938 47.2 16,632 0.4

固定資産除却費 76,367 0.8 133,857 1.3 △ 57,490 △ 42.9

企 業 債 利 息 151,994 1.5 174,689 1.8 △ 22,695 △ 13.0

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

57,927 0.6 169,459 1.7 △ 111,532 △ 65.8

そ の 他 161,408 1.6 129,551 1.3 31,857 24.6

（内訳は次頁）

8,756,379 87.3 8,696,342 87.8 60,037 0.7

10,034,891 100 9,900,197 100 134,694 1.4

（単位:千円･％）

科 目

人

件

費

計

物

件

費

等

計

合 計

（※1）修繕引当金取崩し額：139,000千円（R4修繕費所要額705,517千円－過去３か年修繕費平均566,517千円）

修繕引当金充当：旧矢上浄水場解体工事、本河内浄水場ろ過池整備工事ほか

（※1）
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　エ　その他の内訳

科 目 令和５年度 令和４年度 差引増減 増減率

旅 費 7,060 8,259 △ 1,199 △ 14.5

被 服 費 1,173 1,009 164 16.3

燃 料 費 6,359 5,943 416 7.0

光 熱 水 費 9,118 6,312 2,806 44.5

印 刷 製 本 費 45,685 34,217 11,468 33.5

研 修 費 3,051 2,704 347 12.8

諸 謝 金 86 86 － －

交 際 費 460 460 － －

食 糧 費 272 272 － －

厚 生 費 55 55 － －

庁 舎 管 理 負 担 金 25,221 22,101 3,120 14.1

電 子 計 算 分 担 金 30,493 23,305 7,188 30.8

保 険 料 3,790 3,847 △ 57 △ 1.5

貸 倒 損 失 1 1 － －

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 7,118 11,234 △ 4,116 △ 36.6

た な 卸 資 産 減 耗 費 100 100 － －

材 料 売 却 原 価 1 1 － －

不 用 品 売 却 原 価 9,438 1,452 7,986 550.0

固 定 資 産 売 却 損 1 1 － －

固 定 資 産 譲 渡 損 1 1 － －

過 年 度 損 益 修 正 損 10,925 7,191 3,734 51.9

予 備 費 1,000 1,000 － －

計 161,408 129,551 31,857 24.6

　（科目）水道事業費用・営業費用・動力費 166,277千円

　（科目）水道事業費用・営業外費用・消費税及び地方消費税 △ 111,532千円

（単位:千円･％）

物件費等における増減の主な理由

　　　・燃料価格高騰に伴う電気料金の値上げ等による増

　　　・仕入れ税額控除制度による仮払消費税が増加したこと等による減
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（３）資本的収入

ア　対前年度当初予算目別比較

当 初 当 初

（Ａ） （Ｂ）

１ 1,128,130 100 852,229 100 275,901 32.4

１ 100,000 8.9 100,000 11.7 － － 

２ 出 資 金 383,355 34.0 322,534 37.9 60,821 18.9

１ 他 会 計 出 資 金 383,355 34.0 322,534 37.9 60,821 18.9

３ 工 事 負 担 金 170,558 15.1 167,894 19.7 2,664 1.6

１ 他 会 計 負 担 金 67,155 5.9 100,697 11.8 △ 33,542 △ 33.3

２ そ の 他 負 担 金 103,403 9.2 67,197 7.9 36,206 53.9

４ 補 助 金 401,917 35.6 258,376 30.3 143,541 55.6

１ 国 庫 補 助 金 401,917 35.6 258,376 30.3 143,541 55.6

５ 固定資産売却代金 54,392 4.8 1 0.0 54,391 1,000以上

６ 基 金 収 入 1,527 0.1 1,277 0.1 250 19.6

７ 基 金 繰 入 金 16,381 1.5 2,147 0.3 14,234 663.0

（単位:千円･％）

款 項 目

令和５年度 令和４年度 差 引 増 減

構成比 構成比 （Ａ）－（Ｂ） 増減率

資 本 的 収 入

企 業 債
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イ　節別内訳

款 項 目 節

1 1,128,130

1 100,000

1 企 業 債 100,000

企 業 債 100,000 配水施設整備事業

2 383,355

1 他 会 計 出 資 金 383,355

他 会 計 出 資 金 383,355 （一般会計出資金）

未給水地区無水源簡易水道事業 112,600 千円

108,300 千円

簡易水道事業分元金（旧町地区分） 69,724 千円

54,231 千円

基幹水道構造物の耐震化事業 27,500 千円

公営企業の脱炭素化事業 11,000 千円

3 170,558

1 他 会 計 負 担 金 67,155

他 会 計 負 担 金 67,155 （一般会計負担金）

配水管移設に伴う工事負担金 48,191 千円

消火栓設置に伴う工事負担金 13,024 千円

（下水道事業会計負担金）

配水管移設に伴う工事負担金 5,940 千円

2 そ の 他 負 担 金 103,403

そ の 他 負 担 金 103,403 配水管移設に伴う工事負担金

4 401,917 　

1 国 庫 補 助 金 401,917

国 庫 補 助 金 401,917 211,666 千円

135,200 千円

55,051 千円基幹水道構造物の耐震化事業

水道管路の耐震化事業

簡易水道再編推進事業（水道施設統合整
備事業）分元金

工 事 負 担 金

補 助 金

水道管路緊急改善事業

水道未普及地域解消事業

予定額（千円） 内 訳

資 本 的 収 入

企 業 債

出 資 金
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款 項 目 節

5 54,392

1 固定資産売却代金 54,392

固定資産売却代金 54,392 矢上浄水場跡地の売却代金

6 1,527 基金の運用利息

1 建設補償金基金収入 7

建設補償金基金収入 7 建設補償金基金の運用利息

2 土 地 基 金 収 入 1,520

土 地 基 金 収 入 1,520 土地基金の運用利息

7 16,381 基金からの繰入金

1 基 金 繰 入 金 16,381

基 金 繰 入 金 16,381 土地取得等に伴う基金からの繰入金

固定資産売却代金

基 金 収 入

基 金 繰 入 金

予定額（千円） 内 訳
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（４）資本的支出

ア　対前年度当初予算目別比較

当 初 当 初

（Ａ） （Ｂ）

１ 7,617,319 100 6,033,130 100 1,584,189 26.3

１ 建 設 改 良 費 6,382,141 83.8 4,798,663 79.5 1,583,478 33.0

１ 浄 水 施 設 費 2,442,121 32.1 1,209,847 20.1 1,232,274 101.9

２ 配 水 施 設 費 1,171,473 15.4 544,265 9.0 627,208 115.2

３ 配水施設整備事業費 2,200,000 28.9 2,000,000 33.1 200,000 10.0

４
未 給 水 地 区 無 水 源
簡 易 水 道 事 業 費

383,742 5.0 383,886 6.4  △ 144 0.0

５
新 市 庁 舎
建 設 事 業 費

66,502 0.9 473,063 7.8  △ 406,561 △ 85.9

６ 量 水 器 整 備 費 62,370 0.8 68,386 1.1 △ 6,016 △ 8.8

７ 営 業 設 備 費 37,109 0.5 59,565 1.0 △ 22,456 △ 37.7

８ リ ー ス 債 務 支 払 額 18,824 0.2 18,666 0.3 158 0.8

シ ス テ ム 構 築 費 － － 40,985 0.7 △ 40,985 皆減

２ 企 業 債 償 還 金 1,025,523 13.5 1,073,786 17.8 △ 48,263 △ 4.5

３ 投             資 155,920 2.0 112,521 1.9 43,399 38.6

１ 基 金 造 成 費 55,920 0.7 12,521 0.2 43,399 346.6

２ 投資有価証券購入費 100,000 1.3 100,000 1.7  － － 

４ 返 還 金 53,735 0.7 48,160 0.8 5,575 11.6

１ 補 助 金 返 還 金 53,735 0.7 48,160 0.8 5,575 11.6

6,489,189 5,180,901 1,308,288 

498,968 365,832 133,136 

4,766,922 3,743,980 1,022,942 

61,165 53,555 7,610 

1,162,134 1,006,289 155,845 

－ 11,245 △ 11,245 

補
て
ん
財
源

当年度分消費税及び地方消費税
資 本 的 収 支 調 整 額

差 引 増 減

構成比

建 設 改 良 積 立 金

基 金 積 立 金

増減率

資 本 的 支 出

資 本 的 収 支 不 足 額

構成比 （Ａ）－（Ｂ）

損 益 勘 定 留 保 資 金

減 債 積 立 金

（単位:千円･％）

款 項 目

令和５年度 令和４年度
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イ　節別内訳

款 項 目 節

1 7,617,319

1 6,382,141

1 浄 水 施 設 費 2,442,121

工 事 費 2,371,518 手熊浄水場改良・耐震補強工事〔4期〕

ダムメンテナンス事業に関する負担金

事 務 費 70,603 人件費（正規9人）ほか

2 配 水 施 設 費 1,171,473

工 事 費 1,104,424 浜平１号減圧槽築造工事

事 務 費 67,049 人件費（正規9人）ほか

3
配 水 施 設 整 備
事 業 費

2,200,000

工 事 費 2,109,044 配水管布設工事ほか

事 務 費 90,956 人件費（正規11人）ほか

4
未給水地区無水源
簡易水道事業費

383,742

工 事 費 357,500

事 務 費 26,242 人件費（正規3人）ほか

5
新 市 庁 舎 建 設
事 業 費

66,502

工 事 費 66,502 66,502 千円

6 量 水 器 整 備 費 62,370

量 水 器 整 備 費 62,370

7 営 業 設 備 費 37,109

営 業 設 備 費 37,109

8 リース債務支払額 18,824

リース債務支払額 18,824

浦減圧槽・ポンプ場築造工事

貯蔵品として保有する水道メーターの払出し及び購入に
要する経費

水道メーター

全有機炭素計ほか

ハンディターミナル、上下水道料金等管理システムサー
バ等リース料ほか

松ヶ枝ポンプ場送水ポンプ更新工事ほか

宮摺地区、以下宿地区、大野・毛首地区における配水施
設整備工事ほか

新市庁舎建設事業費等に係る一般会計への負担金

市庁舎跡地再整備等(R4継続費設定）

予定額（千円） 内 訳

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

本河内浄水場田手原送水ポンプ工事ほか

遠見配水槽築造工事

女の都配水池改良・耐震補強工事
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款 項 目 節

2 1,025,523 企業債の元金償還金

1 企 業 債 償 還 金 1,025,523

企 業 債 償 還 金 1,025,523

3 155,920

1 基 金 造 成 費 55,920

建設補償金基金 7 建設補償金基金への積立金

土 地 基 金 55,913 土地基金への積立金 1,520 千円

基金積立金相当額 54,393 千円

2 投資有価証券購入費 100,000

投資有価証券購入費 100,000 長期債券の購入費用

4 53,735

1 補 助 金 返 還 金 53,735

国庫補助金返還金 53,735

増減の主な理由

（科目）資本的支出　建設改良費　浄水施設費 1,232,274千円　

・ 手熊浄水場改良・耐震補強工事〔4期〕の事業費が増加したこと等

による増

（科目）資本的支出　建設改良費　配水施設費

・ 浜平１号減圧槽築造工事の事業費が増加したこと等による増

投 資

返 還 金

令和３年度及び令和４年度国庫補助金に係る消費税相当
額の返還（消費税計算上の処理）

627,208千円　

予定額（千円） 内 訳

企 業 債 償 還 金
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２ 水道事業の主要事業等 

 

（１） 配水施設整備事業                  予算額 2,200,000千円 

            

ア 概要 

管路の長寿命化、耐震化、破損事故の未然防止、漏水対策及び出水不良の解消を

目的として老朽管の更新、新規布設等を行うものであり、第 12次配水施設整備事業

として、令和 5 年度から令和 9 年度までの 5 か年継続事業（総事業費 110 億円、総

事業量：φ30～900、Ｌ＝34.5 ㎞）で実施するもの。 

 

イ 事業内容 

区分 

全体事業 

（令和 5年度～令和 9年度） 
令和 5年度事業 

内容 事業費 内容 事業費 

  千円  千円 

老朽管布設替 送・配水管 10,428,044 送・配水管  2,058,044 

及び新規布設 φ30～900  φ30～700  

 L=34.5 ㎞  L=10.3㎞  

     

 （老朽管布設替）  （老朽管布設替）  

 L=31.4 ㎞  L=9.3㎞  

   元船町ほか  

 （新規布設）  （新規布設）  

 L=3.1㎞  L=1.0㎞  

   滑石 4丁目・北栄町  

   ほか  

     

調査費・補償費  81,000 委託費 51,000 

     

事務費等 人件費、事務費 490,956 人件費、事務費 90,956 

計  11,000,000  2,200,000 
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  ウ 経年管の現状 

 令和 3年度末現在で、長崎市の管路総延長は 2,643㎞あり、このうち経年管（法定

耐用年数を超える管路）は 582 ㎞となっており、今後 5 年間では、380 ㎞の管路が新

たに法定耐用年数を超えることとなる。 

 

  〔表 1〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  エ 第 12次配水施設整備事業の方針 

  （ア）管路の長寿命化・耐震化 

外面塗装の耐食性向上により、長寿命化を期待できる「耐震型ダクタイル鋳鉄管」

及び耐食性が高い「配水用ポリエチレン管」などの新技術を用いた耐震管を採用する

ことで、法定耐用年数を超えても健全なものとして評価できる管路を増やし、管路の

長寿命化（100年以上）・耐震化を図ることとしている。 

 

口径  管種 特徴 

φ200 

以上 

ダクタイル鋳鉄管 GX形 

（GX・DIP） 
・耐震性能があり、耐腐食性が高い 

・高水圧地域でも使用可能 

・重量が重い（口径 150mm：153kg／本） 

φ150 

以下 

配水用ポリエチレン管 

（HPPE） 

・耐震性能があり、耐腐食性が高い 

・高水圧地域では使用不可 

・軽量のため施工性が良い（口径 150mm：43.4kg／本） 

・ダクタイル鋳鉄管と比べて施工単価が安い 

・油、有機溶剤に弱い 

 

 

 

経過年数別管路延長（㎞）L=2,643 ㎞ （令和 3 年度末現在） 
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今後発生する経年管 
令和 3年度末時点での 

経年管延長：約 582 ㎞ 

今さ後 

今後 5年間で約 380㎞

の管が新たに法定耐用

年数を超える。 

経過年数（年） 

管
路
延
長 

（㎞） 
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（イ）管路の機能評価の精度向上及び漏水対策 

  漏水頻度が高い管路の経過年数・管種、重要拠点(避難所・医療施設等)、修繕履歴、

土壌の種類などを基に管路の機能評価を行い、優先順位に基づいて整備を行う。 

    また、漏水対策を図るために、事業費を年間 2億円増額し、修繕履歴の多い管路を

優先的に更新することとしている。 

   

〔表 2〕経年化率の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
   

※ 管路の長寿命化・耐震化の実施及び既設水道管の健全度を把握し延命化を図るこ

とで、法定耐用年数のみで算出した経年化率（赤線）を、機能評価で算出した健全

度を反映し、経年化率（青線）のように抑制する。 

 

  （ウ）管路更新費用の継続した縮減(更新管路のダウンサイジングなど) 

    現状の管路を再評価し、管路口径の適正化を行った更新を実施するとともに、施工

性が良く、経済性に優れた配水用ポリエチレン管の採用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

φ100

φ50

φ75

φ75

φ
7
5

φ100

φ
5
0

選定基準を基に
管路を再評価し、
適正口径を決定

φ50

φ50

φ50φ100

φ
5
0

更新対象φ100 φ50に減径

φ75

φ75

φ
7
5

A B C

A,B,C地点及び周辺
管路において基準値
を満たすことを確認

水の流れ

＜管路更新時のダウンサイジング実施イメージ＞ ※φ100をφ50 に減径 

更新前管路（φ100） 更新後管路（φ50） 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

経年化率（後） 16.46% 18.71% 19.84% 21.87% 23.74% 24.74% 25.74% 26.74% 27.74% 28.74%

経年化率（前） 16.46% 18.71% 19.84% 21.87% 23.74% 25.34% 28.40% 31.21% 33.65% 36.30%

0.00%

5.00%

10.00%

15.00%

20.00%

25.00%

30.00%

35.00%

40.00%

経
年
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経年化率の推移
11次 12次 
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  〔表 3〕ダウンサイジング及び配水用ポリエチレン管（HPPE） 導入による削減効果    

年度 
R5 

（予算） 

R6 

（予算） 

R7 

（予算） 

R8 

（予算） 

R9 

（予算） 
合計 

件数(件) 20 14 14 6 6 60 

金額(千円) △112,343 △64,315 △41,515 △106,445 △41,623 △366,241 

 

  オ 財源内訳                         （単位：千円） 

区分 事業費 

財源内訳 

企業債  

※1 

出資金  

※2 

国庫補助金 

 ※3 
その他 自己資金 

補助 635,000 100,000 33,100 211,666 － 290,234 

単独 1,565,000  －  75,200     － － 1,489,800 

計 2,200,000  100,000  108,300 211,666 － 1,780,034 

※1 企業債：充当率 100％（交付税措置率－％） 

※2 出資金：一般会計出資金（水道管路の耐震化事業費の 1/4） 

※3 国庫補助金：生活基盤施設耐震化等交付金（水道管路緊急改善事業）（補助率 1/3）  
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配水施設整備事業主要施工箇所位置図 

長崎県警察本部 

長崎県庁 

長崎港 

ターミナルビル 

 

長崎中央 

郵便局 

元船町(径 700 粍)配水管布設工事(3) 

φ700 NS・DIP L=140.0m 

 

φ700 配水管 布設状況

写真 

令和4年度以前施工済み

令和5年度整備予定箇所

令和6年度以降整備予定箇所

凡　　　例

元船町・出島町(径 700 粍）配水管 

推進工事（R5～R6） 

φ700 NS・DIP L=82.0m 

φ700 PN・DIP L=72.0m 
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（２） 浄水施設事業                   予算額 2,442,121千円 

 

ア 概要 

安定した水の供給を図るため、老朽化した浄水施設等の改良や耐震化を計画的に

行うほか、長崎県と共同でダム施設の改良工事等を実施するもの。 

 

イ 事業内容                          （単位：千円） 

区分 主な内容 事業費 

浄水施設等

の耐震化 

【補助・単独】 

1,349,768 ・手熊浄水場改良・耐震化事業 

・女の都配水池改良・耐震補強工事 

浄水施設等

の改良 

【単独】 

587,459 

・本河内浄水場田手原送水ポンプ更新工事 

・手熊浄水場中央監視制御設備ほか改良工事 

・手熊浄水場排水処理施設更新詳細設計業務委託 

・東長崎浄水場上澄水返送ポンプほか更新工事 

・小ヶ倉浄水場中央監視制御設備改良工事 

・三重浄水場№3三重送水ポンプ更新工事 

・東長崎浄水場照明設備ＬＥＤ化工事 

ダム施設の

改良 

【単独】 
434,291 

・ダムメンテナンス事業に関する県施行負担金 

事務費等 【単独】 
70,603 

・人件費、事務費 

 

ウ 財源内訳                         （単位：千円） 

区分 事業費 

財源内訳 

企業債 
出資金 

※１ 

国庫補助金 

※２ 

その他 

※３ 
自己資金 

補助 165,157 － 27,500 55,051 － 82,606 

単独 2,276,964 － 11,000 － 16,381 2,249,583 

計 2,442,121 － 38,500 55,051 16,381 2,332,189 

  ※１ 出資金：一般会計出資金（公営企業の脱炭素化の取組に要する経費の 1/2） 

                （基幹水道構造物の耐震化事業費の 1/4） 

  ※２ 国庫補助金：生活基盤施設耐震化等交付金（基幹水道構造物の耐震化事業） 

（補助率 1/3） 

※３ その他：基金繰入金 
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  エ 債務負担行為（令和 5年度設定分）             （単位：千円）  

番号 事  項 期  間 限度額 

１ 手熊浄水場改良・耐震化事業 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
63,969 

２ 手熊浄水場中央監視制御設備ほか改良工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
89,350 

３ 東長崎浄水場上澄水返送ポンプほか更新工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
60,300 

４ 三重浄水場№3三重送水ポンプ更新工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
56,000 

５ 本河内浄水場薬品注入設備更新工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
38,000 

６ 河通ダム監視・計装設備設置工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
35,000 

７ 小ヶ倉浄水場無停電電源装置更新工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
24,000 

８ 中尾取水ポンプ場インバータほか更新工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
16,000 

※２番から８番の電気及び機械工事は、半導体等の資材納入に一定の期間を要し、単年

度での実施が困難なため、債務負担行為を設定するもの。 
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概       要 
H 

29 

H 

30 
R1 R2 R3 R4 R5 R6 

1期 

工事 
連絡管布設工事 

 

      
 

2期 

工事 

浄水施設改良‣耐震化工事 

（ろ過池等の改良・耐震

化） 

  
 

    

 

3期 

工事 

浄水施設改良工事 

（浄水池等の改良） 
    

 
  

 

4期 

工事 

浄水施設改良‣耐震化工事 

（ﾌﾛｯｸ形成池等の改良‣耐

震化） 

      
 

 

混和池（2 系統） 

着水井 

バイパス管 

流入管（2 系統） 

フロック形成池（2 系統） 

傾斜板沈殿池（2 系統） 

ろ過池 

ろ過池 

浄水池 

流入渠（2 系統） 

（施設の状況） 

昭和 50年築造 48年経過 

（工事概要） 

・延命化のための改良工事 

 流入管、フロック形成池 

傾斜板沈殿池ほか 

・耐震補強工事 

  混和池、フロック形成池 

傾斜板沈殿池ほか 

手熊浄水場改良・耐震化事業 

Ｎ

平面図 

現況写真 位置図 

手熊小学校 

Ｎ

手熊浄水場 

流水等によるコンクリート劣化 

補修 

耐震補強 

防食塗装 

改良イメージ 

凡 例 

1～3期工事 
（H29～R3） 

改良・耐震  

4期工事 
（R4～R6） 

改良・耐震  

 

-36-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ

切

切

A

送
水
管
φ
3
00

No.1

No.2

女の都配水池改良・耐震補強工事 

 

No.1 No.2 

配水池改良・耐震補強 

鉄筋補強工 

防食塗装 

場内配管更新 

位置図 現況写真 

（工事概要） 

  配水池 

耐震補強及び防食塗装（2 池） 

  場内配管 

   流入管（ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX 形 φ200 L=93.5m） 

   流出管（ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX 形 φ250 L=58.1m） 

   排泥・越流管（ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 K 形 φ200 L=73.1m） 

（施設の状況） 

女の都配水池 

No.1 640 ㎥ 

昭和 47 年築造 51 年経過 

No.2 640 ㎥ 

昭和 56 年築造 42 年経過 

 

コンクリート増打工 

盛土撤去  

平面図 

断面図 
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本河内浄水場田手原送水ポンプ更新工事 

 場内平面図 

現況写真 

（機器の状況） 

 昭和 58年設置 40年経過 

（工事概要） 

 ポンプ・電動機の更新 3台 

  185kW×3.06㎥/min 

ポンプ配置図 

φ
2
5
0

ＮＯ．６
送水ポンプ

ＮＯ．７
送水ポンプ

ＮＯ．５
送水ポンプ

ＮＯ．１
送水ポンプ

ＮＯ．４
送水ポンプ

ＮＯ．２
送水ポンプ

ＮＯ．３
送水ポンプ

　↓
田手原
配水槽へ

№1
配
水
池

７
０

７
０

７
５

７
５

Ｎ

引込柱

返送ポンプ井

ＮＯ．３天日乾燥床 ＮＯ．２天日乾燥床

ＮＯ．１天日乾燥床
２次濃縮槽

１次濃縮槽

排泥池

ＮＯ．２配水池

排水池

ポンプ井

逆洗流量調整室 洗 浄 水 槽

NO.1
配水池

管理本館

沈殿池

急速ろ過池

田手原送水ポンプ室
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手熊浄水場中央監視制御設備ほか改良工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場内平面図 

現況写真 

（今回更新する機器の状況） 

コントローラ装置(平成 20年更新、15年経過) 

（工事概要） 

・中央監視制御設備を構成するコントローラ装置

の更新 

 

管理本館 

３Ｆ中央監視室 

システム構成図 

監視用ＰＣデータ記録

記録・保存 操作・命令
情報を集約・保存
する装置

施設の情報を監視し
制御する装置

適正な命令・制御を
指示する装置

機器制御

＜中央監視制御設備＞

データベース装置 ＬＣＤ監視制御装置 コントローラ装置
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上澄水貯留槽

一次濃縮槽

二次濃縮槽

排泥槽

天日乾燥床
No.2天日乾燥床 No.1

至
  
長
崎
市
内

至 手熊
至 式

見

脱水機棟

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｅ

案

水

仕

T-12

T-13

T-14

AT.1

AT.2

AT.3

Ｍ

Ｍ

Ａ

Ａ

ＭＭＭ

水 水

空

Ｅ

灯

空

Ｅ

Ｅ

HH

1号1号

2号2号

3号3号

汚泥掻寄機

汚泥掻寄機

汚泥掻寄機

汚泥掻寄機

200A

200A

排
泥

管
 3
0
0A

M

200AM

200AM

200AM

200A

200A

排
泥

管
 3
0
0A

200A M

200A M

200A M

200A200A

排
水

管
10
0
A

洗
浄

管
 8
0
A

80A 80A

50A

50A

M

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

原水本管600A

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ
400A

Ｍ

Ｍ

Ｍ

表
洗

本
管

4
00

A

表
洗

本
管

4
00

A

Ｍ

表
洗

本
管

4
00

A

表
洗

本
管

4
00

A

表
洗

本
管

3
00

A

300A

300A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

表洗本管

原水本管600A

原水本管600A

400A

表洗本管

原水本管600A

原水本管600A

表
洗

本
管

3
00

A

300A

300A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

Ｍ

表
洗

本
管

3
00

A

300A

300A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

表
洗

本
管

3
00

A

300A

300A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

原水本管600A

Ａ

Ｍ Ｍ

原水本管600A

400A
表洗本管

原水本管600A

400A
表洗本管

表
洗

本
管

4
00

A

表
洗

本
管

4
00

A

表
洗

本
管

4
00

A

表
洗

本
管

4
00

A

原水本管600A 原水本管600A

原水本管600A 原水本管600A

400A
表洗本管

表
洗

本
管

3
00

A

300A

300A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

Ｍ

400A
表洗本管

表
洗

本
管

3
00

A

300A

300A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

Ｍ

Ｍ

400A
表洗本管

表
洗

本
管

3
00

A

300A

300A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

Ｍ

400A
表洗本管

表
洗

本
管

3
00

A

300A

300A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

8
0A

400A

表洗本管

400A

表洗本管

400A

表洗本管

400A

表洗本管

手熊浄水場排水処理施設更新詳細設計業務委託 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場内平面図 

現況写真 

（施設の概要） 

排水処理施設（汚泥を脱水機でプレスして脱水する施設） 

（機器及び上屋の状況） 

 脱水機：昭和 51年設置 47年経過 

 上 屋：昭和 51年設置 47年経過 

（委託概要） 

 老朽化した脱水機（上屋を含む）の更新に係る詳細設計業務を委託するもの 

※排水処理施設とは、浄水工程から排出される汚泥を、濃縮、脱水、乾燥などによ

り処理する施設のことを指すが、今回、更新に係る詳細設計を行うのは、汚泥を

プレスして脱水するための脱水機と上屋の部分。 

対象箇所（脱水機棟） 
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東長崎浄水場上澄水返送ポンプほか更新工事 

 

 

 

 

 

位置図 場内平面図 

現況写真 

（機器の状況） 

平成 11年設置 24年経過 

（工事概要） 

上澄水返送ポンプの更新   1台 

濃縮槽汚泥引抜ポンプの更新 2台 

上澄水返送ポンプ 濃縮槽汚泥引抜ポンプ 

　　

沈澱池 着水井

接触槽

洗浄排水池

排泥池

急速ろ過池

管理棟本館

No.3天日乾燥床

No.2天日乾燥床

No.1天日乾燥床

２次濃縮槽

１次濃縮槽

上澄水槽

宿
線

・

主
要
地
方
道
野
母
崎

国
道

３
４

号

芒塚橋

中島橋

下川橋

梅木橋

天神橋西

川
橋

山口橋

祇園橋

八

坂
橋

下

八
坂

橋

やすらぎ橋

三国屋橋

日
見
夢
大
橋

田ノ浦橋

加
藤
谷
橋

中
尾
大
橋

鮎婦橋

船
砂
古
橋

中
尾
橋

永田橋

薩摩城橋

中

尾
ト

ン

ネ
ル

平
間
ト
ン
ネ
ル

中
尾
ト
ン
ネ
ル

日見微笑園

ハーモニーガーデン

市

営
網

場

住
宅

日

見
支

所

日

見
地

区

公
民

館

日見小学校

県警機動隊本部

県

交
通

局

矢
上

営

業

所

八坂神社

日見やすらぎ荘

長崎県警察東長崎寮

市営日見大曲住宅

市営宿町住宅

市営宿町住宅

市営宿町第３住宅

市

営
宿

町

第
２

住

宅

日見中央病院

国土交通省

長崎河川国道事務所

つばさ保育園

長崎市民網場ブール

日見交番

長崎ペンギン水族館

日見中学校

芒塚公民館

日

見
郵

便

局

宿町公民館

下切通公民館

雇用促進東長崎住宅

矢上変電所

高城神社

長崎市

芒塚町

宿町

界１丁目

宿町

宿町

界１丁目

宿町

芒塚町

田中町

切通

日見川

日見川

洗浄水槽

長崎総合科学大学

グラウンド

天神籠公園

日見霊園

西

川
公

園

矢

上
切

通

公
園

東望南公園

日見公園

西川公園

朝日ヶ峰 公園

宿町

公園

長崎卸センター

田

中
町

１

号
緑

地

田中町３号緑地

公

園

公園

公園

田之浦中央公園

赤松ほたるの里公園

下田之浦公園

海風公園

田中町２号緑地

中尾ダム

東長崎浄水場 

国道３４号 
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小ヶ倉浄水場中央監視制御設備改良工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

（今回更新する機器の状況） 

ＬＣＤ監視制御装置(平成 25年更新、10年経過) 

データベース装置(平成 25年更新、10年経過) 

コントローラ装置(平成 25年更新、10年経過) 

（工事概要） 

中央監視制御設備を構成する、ＬＣＤ監視制御

装置、データベース装置、コントローラ装置の

更新 

システム構成図 

データ記録 監視用ＰＣ

操作・命令記録・保存

機器制御

施設の情報を監視し
制御する装置

情報を集約・保存
する装置

適正な命令・制御を
指示する装置

＜中央監視制御設備＞

データベース装置 ＬＣＤ監視制御装置 コントローラ装置

現況写真 

場内平面図 
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三重浄水場 No.3 三重送水ポンプ更新工事 

 場内平面図 

ポンプ配置図 現況写真 

（機器の状況） 

 昭和 54年設置 44年経過 

（工事概要） 

 ポンプ・電動機の更新 1台 

  165kW×3.125㎥/min 

沈澱池

管理本館

着水井
フロック

形成池

逆洗水槽

急速ろ過池

(地下ポンプ室)
工事箇所

NO.1
送水ポンプ

ポ
ン
プ
井

NO.2
送水ポンプ

NO.3
送水ポンプ
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東長崎浄水場照明設備ＬＥＤ化工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置図 場内平面図 

LED化のイメージ写真 

（機器の状況） 

平成 10年設置 25年経過 

（工事概要） 

照明器具（蛍光灯）の LED化   266台 

  電力使用量削減効果  ▲53,798kWh/年 

  二酸化炭素削減効果    ▲16.4t/年 

既設照明器具（蛍光灯） 

LED照明器具 

東長崎浄水場 

国道３４号 

現況写真 
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ダムメンテナンス事業 

１．概要 

   長崎県と長崎市上下水道局の共同施設である多目的ダムにおいて、ダム施設の 

老朽化に伴い更新を順次行っていく県施行事業。また、ダム監視設備を同時に設 

備更新し、総合監視局（長崎振興局）のシステムに統合することにより、整備、 

維持管理コストの低減と省スペース化を図るもの。 

 

２．令和５年度事業 

ダム名 

 項 目 

雪

浦 

神

浦 

鳴

見 

式

見 

小

ヶ

倉 

鹿

尾 

高

浜 

中

尾 

西

山 

本河内 
萱

瀬 
高

部 

低

部 

ダム監視装置更新 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

放流設備更新設計 - 〇 - - - - - - - - - - 

貯水位計更新 - - - - - - - - - - - 〇 

漏水量計更新 - - - - - - - - - - - 〇 

流量計更新 - - - - - - - - - - - 〇 

取水バルブ設備更新 〇 - - - - - - - - - - - 

放流ゲート設備調査・設計 〇 - - - - - - - - - - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ダム監視装置・・・放流設備の制御やダム、気象、水象情報などの収集、演算を行う装置 

 

 

ダム監視装置（ダム管理事務所） 
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 ダム施設の改良（ダム位置図）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池島

西海市 

時津町 長与町 諫早市 

大村市 

大村湾 

雪浦ダム 

長崎市 

神浦ダム 

中尾ダム 

本河内高部ダム 

本河内低部ダム 

高浜ダム 

式見ダム 

西山ダム 
鳴見ダム 

小ヶ倉ダム 

鹿尾ダム 

浦上ダム 

萱瀬ダム 
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（３） 配水施設事業                   予算額 1,171,473千円 

 

 

              

ア 概要 

安定した水の供給を図るため、老朽化した配水施設の改良や耐震化を計画的に行

うほか、他事業の施工に伴い支障となる配水管の移設依頼工事等を実施するもの。 

 

 

イ 事業内容                          （単位：千円） 

区分 主な内容 事業費 

配水施設

の改良 

【単独】 

721,387 

・浜平１号減圧槽築造工事 

・遠見配水槽築造工事 

・浦減圧槽・ポンプ場築造工事 

・松ヶ枝ポンプ場送水ポンプ更新工事 

・浦減圧槽・ポンプ場電気設備設置工事 

・浦減圧槽・ポンプ場機械設備設置工事 

配水施設

の耐震化 

【補助】 － 

(債務負担行為) ・西山 1号減圧槽築造工事 

移設依頼

工事 

【単独】 

383,037 ・県・市施工道路改良工事等に伴う配水管布設工事 

φ30～500 Ｌ＝2.3㎞  

事務費等 【単独】 
67,049 

・人件費、事務費 

 

 

ウ 財源内訳                         （単位：千円） 

区分 事業費 

財源内訳 

企業債 出資金 国庫補助金 
その他 

※１ 
自己資金 

単独 1,171,473 － － － 170,558 1,000,915 

※１ その他：工事負担金 
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エ 債務負担行為（令和 5年度設定分）             （単位：千円）  

番号 事  項 期  間 限度額 

１ 西山１号減圧槽築造工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
132,000 

２ 配水管整備事業 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
100,000 

３ 浦減圧槽・ポンプ場電気設備設置工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
88,000 

４ 浦減圧槽・ポンプ場機械設備設置工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
85,000 

５ 船石ポンプ場ほか電気設備更新工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
46,500 

６ 鳴見ポンプ場ほか電気設備更新工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
25,000 

７ 船石ポンプ場機械設備更新工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
14,000 

  ※３番から７番の電気及び機械工事は、半導体等の資材納入に一定の期間を要し、単

年度での実施が困難なため、債務負担行為を設定するもの。 
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現 況 写 真 

 

平 面 図 

 

完成イメージ写真 

 

浜平 1 号減圧槽築造工事 

（施設の状況） 

昭和 37年築造 61年経過 

鉄筋コンクリート製タンク 

容量 250m3 

 

（今回の更新内容） 

ステンレス製タンク 

容量 200m3 

 

位 置 図 
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浦減圧槽･ポンプ場、遠見配水槽築造工事 

 位 置 図  

 
スケジュール 

 

      

 

 

場   所 R5 R6 

浦減圧槽・ポンプ場   

遠見配水槽   

浦減圧槽・ポンプ場

う 

遠見配水槽 

浦減圧槽 

香焼地域センター 

遠見配水池 

丹馬減圧槽 
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浦減圧槽・ポンプ場

 平 面 図  

 

 現 況 写 真  

 
 完成イメージ写真  

 

遠見配水槽

 平 面 図  

 

 

 現 況 写 真  

 
 完成イメージ写真  

 

（施設の状況） 

昭和 35年築造 63年経過 

鉄筋コンクリート製タンク 

容量 210㎥ 

（今回の更新内容） 

ステンレス製タンク 

容量 140㎥ 

（施設の状況） 

昭和 47年築造 51年経過 

鉄筋コンクリート製タンク 

容量 550㎥ 

（今回の更新内容） 

ステンレス製タンク 

容量 440㎥ 
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松ヶ枝ポンプ場送水ポンプ更新工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置図 

ポンプ配置図 

（機器の状況） 

 昭和 63年設置 35年経過 

（工事概要） 

 ポンプ・電動機の更新 3台 

 110kW 5.3㎥ /min  

現況写真 
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現 況 写 真 平 面 図 

 

完成イメージ写真 

 

西山 1 号減圧槽築造工事 

（施設の状況） 

昭和 48年築造 50年経過 

鉄筋コンクリート製タンク 

容量 100m3 

 
（今回の更新内容） 
ステンレス製タンク 
容量 70m3 

位 置 図 
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（４） 未給水地区無水源簡易水道事業            予算額 383,742千円 

               

ア 概要 

水道未普及地域である 3地区（宮摺地区、以下宿地区、大野・毛首地区）の解消

を図るため、令和 2 年度から令和 6 年度までの 5 か年（総事業費 13 億 338 万 7 千

円）で実施するもので、令和 5年度は 2 地区の管布設、配水槽、減圧槽・ポンプ場

建設及び 1地区の舗装復旧を行う。 

 

イ 事業内容 

区分 

全体事業 

（令和 2年度～令和 6年度） 
令和 5年度事業 

内容 事業費 内容 事業費 

  千円  千円 

送・配水施設 送水管  L=6.0㎞ 1,131,609 宮摺地区 302,000 

の整備 配水管  L=7.9㎞  以下宿地区 42,500 

 配水槽、ポンプ設備等  大野・毛首地区 13,000 

     

調査費 測量、地質調査、 68,168 宮摺地区 － 

 詳細設計  以下宿地区  

   大野・毛首地区 － 

    － 

     

用地・補償費  7,546 宮摺地区 － 

   以下宿地区  

     

事務費等 人件費、事務費 96,064 人件費 26,242 

     

計  1,303,387  383,742 

 

ウ 財源内訳                          （単位：千円） 

区分 事業費 

財源内訳 

企業債 
出資金 

※１ 

国庫補助金 

※２ 
その他 自己資金 

補助 338,000 － 112,600 135,200 － 90,200 

単独 45,742 － － － － 45,742 

計 383,742 － 112,600 135,200 － 135,942 

※１ 出資金：一般会計出資金（国庫補助対象事業費の 1/3） 

※２ 国庫補助金：生活基盤施設耐震化等交付金（水道未普及地域解消事業） 

（補助率 4/10） 
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エ 債務負担行為（令和 5年度設定分）             （単位：千円）  

番号 事  項 期  間 限度額 

１ 宮摺減圧槽・ポンプ場電気設備設置工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
75,000 

２ 宮摺減圧槽・ポンプ場機械設備設置工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
22,000 

３ 以下宿減圧槽電気設備設置工事 
令和 5年度から 

令和 6年度まで 
18,000 

※上記の電気及び機械工事は、半導体等の資材納入に一定の期間を要し、単年度での実

施が困難なため、債務負担行為を設定するもの。 
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未給水地区無水源簡易水道事業 位置図 
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 宮摺地区  

位 置 図 
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宮 摺 配 水 槽 

平面図 

（工事概要） 

配水槽築造 

ステンレス製タンク 容量 10㎥ 

 

 

現況写真 

 
完成イメージ写真

 

宮摺減圧槽・ポンプ場 

平面図 

 

 

（工事概要） 

減圧槽築造 

ステンレス製タンク 容量 16㎥ 

送水用ポンプの設置 

ポンプ・電動機 2台 

2.2kW×0.053㎥/min 

 

現況写真 

 
完成イメージ写真 
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 以下宿地区  

位 置 図 
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 大野・毛首地区  

位 置 図 

 

旧野母崎高校 
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（５） 漏水調査業務委託                  予算額 183,190千円                

 

 

ア 概要 

道路陥没などの事故防止や水の有効利用を図るため、埋設された水道管から地下

漏水を発見し修繕に繋げるもの。 

 

イ 事業内容 

調査する水道本管の延長が２km から４km となるように仕切弁を閉めて区画を形

成し、使用量が少ない深夜の流量を測定することで漏水がある区画を抽出し、漏水

がある場合は管路音聴及び戸別音聴等で漏水箇所を発見するもの。 

 

ウ 財源内訳                                      （単位：千円） 

区分 事業費 
財源内訳 

自己資金 

単独 183,190 183,190 

 

 

【参考】漏水調査の方法について 

 ① 漏水がある区画の抽出 

白色の丸記号の仕切弁を 

閉めて区画内への水の供給 

を赤色の丸記号からに限定 

し、深夜の流量を測定して 

漏水の有無を判断 

 

② 漏水箇所の特定 

漏水があると判断された 

区画については、管路音聴 

及び戸別音聴等で漏水箇所 

を特定し、速やかに修繕を 

行う。 

 

③ 過去の漏水発見件数                （単位：件） 

年 度 令和 2年度 令和 3年度 
令和 4年度 

（令和 4年 12月末現在） 

件 数 382 363 335 

※赤色の点線内が調査範囲、赤色の丸記号が測定箇所 

※白色の線が水道本管、丸記号が仕切弁、矢印が水の流れ 
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 エ 漏水調査に係る新たな取り組みについて 

 （ア）本管用スマートメーターを用いた漏水エリアの絞込 

   従来の監視システムは、Web設備の設置に相当な費用を要していたが、今回、本管に

設置可能な流量測定用スマートメーターが開発されたことから、設置可能なモデル地

区として、茂木第 2 減圧槽水系を選定し、漏水調査業務委託で行っている最小流量測

定法との費用対効果を検証する。 

 

 （イ）調査方法 

既に Web 監視で流量が把握できている茂木第 2 減圧槽水系のエリアを、スマート

メーターを設置することにより、さらに細かく絞り込んだエリアの流量が把握可能と

なる。 

 

 （ウ）スマートメーターと最小流量測定法との比較    

項  目 スマートメーター 最小流量測定法 

測定頻度 １日１回測定可能 年に１回もしくは２年に１回 

修繕箇所 年に何回でも把握可能 年に１回もしくは２年に１回 

 

（エ）茂木第２減圧槽水系スマートメーター設置位置図 

    

音聴棒 漏水探知機 

戸別音聴 管路音聴 

（参考写真） 

スマートメーター 

茂木第2減圧槽

スマートメーター①

①の計測エリア

スマートメーター②

②の計測エリア

スマートメーター③

③の計測エリア

スマートメーター④

④の計測エリア

差引による計測エリア

凡　例
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３　企業債の状況

（１）企業債の推移

平成 千円

令和

※令和４年度の元金償還額は、償還予定額である。

（２）借入先別最高・最低利率（令和５年１月１日）

（３）償還額のピーク　

※「元金」及び「元利合計」は、借換えに伴う繰上償還額を除いて算定。

５
予算

100,000 1,025,523 151,994 1,177,517 8,653,209

元 利 合 計 平成１２年度 3,948,138

元 金 平成２０年度 2,414,063

利 息 平成 ２ 年度 2,546,571

※利率5％以上の企業債は令和4年度償還完了

種 類 年　　度 金　　額（千円）

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構   ４．７５％（平成６年度） ０．００４％（令和２年度）

借 入 先 最 高 利 率 （ 借 入 年 度 ） 最 低 利 率 （ 借 入 年 度 ）

財 務 省　　４．９０％（平成５年度）　   １．１　％（平成１５年度）

４
予算

（見込）
100,000 1,073,632 173,595 1,247,227 9,578,732

３
決算

100,000 1,062,852 197,733 1,260,585 10,552,364

２
決算

136,900 1,053,249 222,303 1,275,552 11,515,216

元
決算

61,700 1,042,002 246,572 1,288,574 12,431,565

３０
決算

102,000 1,085,629 272,894 1,358,523 13,411,867

千円 千円 千円 千円

年 度 企業債発行額 元 金 償 還 額 支 払 利 息 元 利 合 計 未 償 還 残 高
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